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福
岡
県
北
部
地
方
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

ー

若
松
半
島

の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

の
実
態
と
共
通
語
化
1

添

田

建

治

郎

調
査
に
あ
た

つ
て

福

岡
県
東

北

、
北
部

地
方
i

豊
前
、
う
部
に
筑
前
の
東
北
部
を
含
む
地
方
=

に
行

わ
れ

る
所
謂

「
豊
前

ア

ク

セ

ン
」
q
)
の
実
態

に

つ
い
て
、
あ

る

い
は

一
部

に
せ
よ

何
ら

か

の
形

で
そ
れ

に
触
れ

る
と

こ
ろ

の
あ

っ
た
論

考

と
し

て
は
、

金

田

一
春

彦

氏

「封

馬

附
壼
岐

の
ア

の
地

位
」
(
『
対
馬
の
自
然
と
文

化
』
)
、

平

山
輝

男
氏

の

『
九
州
方

言
音

調

の
研
究
』

、

更

に
は
都
築

頼
助

氏

「方

言

の
実
態

と

共
通
語

化

の
問
題

点

1
福
岡
」
(
『
方

言
学
講

座
』
第

四
巻

)
、方

言

地
理
学

的
見

地

か
ら

一
部

に
数
語

の
ア
を
項

目

に
加

え

て

い
る
小
野
米

一
氏

の

「
九
州

北
東

部
方

言

の
方
言

地
理
学

的

研
究

(
I

)
」

(
『
北
海

道
教
育

大
学
紀

要
』

第

20
巻
第

1
号

)
な

ど

が
み
ら

れ
る

が
、
豊
前

ア
を

専

ら

に
対

象

と
し

た
上

で
、
体
系

の
緻

密

な
記
述

に
な

る

ア
研
究

と
し

て

は
平
山
氏

の
労

作
を

挙
げ

を
け

れ

は
な

る
ま

い
。

こ

の
度

の
筆
者

の
調
査

で
は

、
調
査

の
対

象

と
な
る

語
彙
を

吟
味

、
選

択
す

る

に
当

っ
て
、

極
く

一
部

に
は
漢

語
を

含

め
る
も

の

の
、
主

と
し

て

は
和

語

に
対
象

を
と

り
、
所

謂
古

辞
書

、
音
義

書

、
声
明

、
論
議
書
-

金
光

明
最
勝
王
経
音
義
、
類
聚
名
義
抄
、
字
鏡
、
和
名
類
聚
抄
、
色
葉
字
類
抄
、
法
華
経
単
字
、
四

(
3

)

座
講
式
、
補
忘
記
　

に

お
け

る
声

点

、
胡
麻

点

の
記

載

に
よ

っ
て
、
京

阪
ア

で

の
歴

史
的

な
ア

型
式

を
辿

る

こ
と

が

で
き
、
従

っ
て
類
別

を
確
定

す

る

こ

と

の
可
能

な

㎜
語

を
第

一
義

に
採

る

こ
と
と
し

た
。

一
例
を

「風

」

に
求

め

れ
ば

、
「
風
」

は
、

風

力
せ

(
観

・
名
義
抄

・
僧
盃

)
か

ゼ

と=

大
慈
院
本
四
座
講
式
v

な

ど
、
古

辞
書

、
声

明
、
そ

の
他

で

の
ア

の
記

載

が

一
様

に
●

●

▼

と
あ

っ
て
異
同

が
な

い
と

こ
ろ

か
ら
、
今

日

の
京

阪

ア

で
も

一
類

所
属

語

と
定

め

る
。

一
方

、

こ

の
様

な
歴

史
的
な

ア

の
記

載

は
文
献

に
見

出
し

得
な

い

も

の
の
、
平

山
氏

編

『
全
国

ア
辞
典
』

本
文

で
の
京
都

、
東

京

、
鹿

児
島

各

地

の
現
代

方
言

ア

で
、
そ

の
類
別

に
異

同

の
み
ら

れ
な

い

「
青
」

(
京

幽

東
京
建

、
鹿
児
馳

五
類
)な
ど
の
器

と
、
こ
れ
に
、
東
京

を
除

く

二
地
点

で
は
異

同

の
な

い

「
妻
」
(
京
都
②
、
東
京
9
4
楼
、
鹿
児
島
④
↓
二
類
)

な

ど
の

5
語
を
加

え
、

そ
れ

ぞ
れ
、

該
当
す

る
語

の
右

肩

に
○
、

く
印
を

施
し

て

㎜
語

と

の
間

の
区

別
を

明
ら

か

に
し

た
。

た

だ
、
古
辞

書

、
音

義

書

、
声

明

、
論
議
書

の
声

点

、
胡
麻
点

に
よ

る

ア

の
記
載

と
今

日
の
京
阪

ア

に
お
け

る
型
式

と

の
間

に

、
歴

史
的

、
普

遍
的

な

ア
変

化

を
考
慮

し

て

も
な

お
異
同

の
認

め
ら

れ
る
よ
う

な
場

合
、

例
え

ば

「粒

、
友

」

2
語

は
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古

辞

書

の
記

載

に

、

磋
「
ッ
7

(
観

・
名
義
抄

・
法
中
4

)
、

友

友

丁
キ

(
観

・
名
義
抄

僧
中

52
)

隣

力
進
反

去
薄
石

(天
治
本
新
撰
字
鏡
)

と
あ

り
、
前

者

は
新

撰
字

鏡

の
記
事

に
よ

っ
て

「
憐

」

が

「
薄

石
」

で
丸

い
ツ
ブ

ラ

、

ツ
ブ

リ

に
通

ず

る

「粒

」
●
○

で
あ
り

、
後
者

に

つ
い
て
は

挙

例

の
他

の
17
例

の
加
点

、
施

譜
例

が

い
ず

れ
も

●
●

と
あ

る

と

こ
ろ
か

ら
、
今

日

の
京
阪

ア
で

の
①

、
②

の
現

実
よ

り
も
古

辞
書

の
ア
記
載

の
方

を

重
く

み

、
型

の
対
応

の
原
則

に
基

づ

い
て
そ

れ
ぞ

れ
を

二
、

一
類
所

属

語

と
し

て
扱

っ
た
。
あ
く

ま

で
も
今

日

の
豊

前

ア
ー

そ
の
一
例
と
し
て
の
若
松

半
島
の
方
言
ア

の
体

系

と
、
新

た
な

る
ア
変

化

と
を
含

め

た
実
態

を
明

ら

か

に
し

、
そ

れ
ら

の
現
象

の
吟
味

を
行
う

と

い
う

立
場

に
立

っ
て
調

査
語

彙

の
大
半

を
古
辞

書

な
ど

の
文
献

の
、

声
点

、
胡
麻

点

に
よ

る
歴
史

的
な

ア

の
記
載

を
拠

り
所

と
し

た
類
別

に
従

っ
て
採
り

出
し

た
。
与

え

ら
れ

た
紙

幅

を
勘

案
し

て

こ
の
度

は
二
拍

名
詞

に
よ

る
若

松

ア
の
報
告

に
限

定
し

た
。

調

査
語
彙

総
数

鰯
語

、

一
類

ー
五
類

は
内

訳

に
し

て
そ
れ

ぞ
れ

99
、

45
、

鵬
、

46
、

30
語

で
あ
る

。

調
査

地
域

の
若

松
半
島

は
福

岡
県

の
北

端

に
位

置

し
、
北

を
響

灘

に
接

し
南

に
洞
海
湾

を

抱
く
小

さ
な

半
島

で
あ

る
。

旧
国
名

の
上

で

は
筑
前
国

に
属
す

る

が
、
今

日
筑
前

ア

は
全

く

行
わ

れ
ず

地
域
的

に
は
隣
な

る
豊
前

ア

の
地
帯

に
お
し
並

べ
て
含
ま

れ
る
。

半
島

の
大

部
分

を
占

め

る
旧
若

松

市

、
現
在

の
北

九
州

市
若

松
区

は
、
嘗

て
の
北
九

州
五

市

の
中

で
戸
畑
市

と
並

ん

で
人

口
が
少

な
く

、
此

の
方

10
万
を

遠
く

越
え

る

こ
と

は
な
か

っ

た
。
経
済

的
方

面

で
も
、

筑
豊
炭

田

の
石
炭

積
出

港

と
し

て
戦
前

、
戦
後

に
か
け

て

の

一
時
期

隆
盛

を
誇

っ
た

が
、

昭
和

30
年
代
後

半

に
筑
豊

を
襲

っ
た
閉

山

の
嵐

の
波
を

強

く
被

り
、

地
盤
沈

下

は
否

め
な

い
。

人

口
流
動

は
比
較

的
穏

や
か

で
あ
り

、
半
島

の
北

、
西

部

に
は
依
然

と

し

て
広

く
農

漁

村
集
落

が
点

在
す

る
。
豊

前

ア
地
帯

の

一
地
域

と
し

て

こ
の
若
松

半
島

を

選

ん
だ

に

つ
い
て
は
、

筑
前
国

に
属

し
な

が
ら
豊

前

ア
を
専

ら

に
し

、

筑
前

ア
地
帯

と

の
境

界

に
近
く

種

々
の
特
徴

的
な

方
言
事

象
解

明

の
要
あ

り

と
認

め
ら

れ
る

に
も
拘

ら
ず

こ
れ

ま
で
本
格

的

な

ア
の
報
告

は

み
ら

れ

な

い
こ
と

、
筆

者

の
出
身

地

で
あ

る

と

こ
ろ

か
ら

、
被
調

査
者

を

は
じ

め

そ

の
他
様

々
な
面

で

の
協
力

を
得

易
く

、
内
省

も

可
能

で
あ

る
故
、

調
査

を

進
め

る
上

に
便
宜

で
あ

っ
た

こ
と
、

な
ど

の
事
情

に
よ
る
所

が
大

き

い
。

昭
和

48
年

10
月

ー

49
年

9
月

の
略

一
年
間

に
わ
た

る
調
査

で
あ

る
。

調
査

方
法
。

被
調
査

者

に
は
そ

の
土

地
生
抜

で

(
両
親
の
中
、
少
な
く
と
も
片

親
も
同
様
)
、
異
な

る
方

言

ア
地
域

へ
の
移

動
歴

を
言
語

形
成

期

に
持

た
ず
、

現
在

で
も

一
日

の
大
半

を
方

言
生
活

の
営

み

の
中

に
過
し

て

い
る

こ
と
、

な

ど

の
条

件

に
適
う

人
を
出

来
得

る
限

り
選

ぶ
よ
う

に
努

め
、
す

べ
て
を

臨
地

調
査

に
よ

っ
て
臨

ん

だ
。
調
査

語
彙

表

の
作

成

に
当

っ
て
、
語
彙

の

配
列

は
基

本
的

に
は

ア
イ

ウ

エ
オ

順
と
し

た

が
、
同
音

語

が
連
続

す

る
よ

う

な
場
合

、
先

行
す

る
語

の
発
音

に
よ

っ
て
も

た
ら

さ
れ

た
先

入
観

が
、

後
続

す

る
語

の
ア

に
影

響
を

及
ぼ
す

こ
と

の
な

い
よ
う

、

順
不
同

に
組

み

換
え

す

る
な
ど

の
配
慮

を
加

え
た
。

付
属

語

と
し

て
主

格

助
詞

「
ガ
」

を

伴

っ
た
文
節

、
所

謂
基

本
節

を
単
位

と
し

て
、

日
常

の

ご
く
親
し

い
人

と

寛

い
で
話

を
す

る
よ
う

な
状
態

で

の
ア
を

観
察
す

る

こ
と

と
し
、

殊
更
改

ま

っ
た
よ

そ
行

の
ア
や

、
読

む
調
査

の
常

に
陥

り
勝

ち
な
単

調
な

調
子

に

流
れ

て

の
教

科
書

の

「無

造
作

な
棒
読

み
」

に
よ
る
音

声
学

的
な

ア
を
記

録
す

る

こ
と

の
な

い
よ
う

に
留

意
し

た
。
聴

き
取

り
難

か

っ
た
り

、
筆
者

の
内
省

と

の
比
較

で
不
審

を
抱

く
語

に

つ
い
て
は
再
度

そ

の
点
を
質

し

て

ア
を
確

認
し

、
併

せ

て
、
被
調

査
者

の
了
解

を
得

て
そ

れ
ら

発
音

の
総

べ
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て

を

書

き

取

り

テ

ー

プ

レ

コ
ー

ダ

ー

に

収

め

て

、

調

査

者

の

側

の

不

注

意

に

よ

っ

て
記

録

に

誤

り

を

留

め

る

こ

と

の

な

い
様

心

懸

け

た

。

被

調

査

者

と

し

て
次

の

21
名

の

方

々

に

御

協

力

を

戴

い

た

。

1
大
庭
ウ
メ
ノ

2
笠
井
寿
市

3
松
尾
由
美
子

4
川
上

一
郎

5
本
田
清
七

6
山
ロ
ア
リ
ヨ

7
亀
津
敏
宏

8
篠
原
昌
枝

9
吉
村
弥
吉

10
林
カ
ツ
ミ

ー1
大
庭
喜

一
郎

12
安
田
久
子

13
喜
多
宗
代

14
塚
本
智
子

15
田
中
弘
光

16
古
田
恒

洋
子

17
古
川
鹿
雄

18
古
田
英
生

19
鶴
本
明
子

20
副
田
喜
八
郎

二

若
松
半
島
の
方
　
ア
の
実
態

『
全
国

ア
辞
典

』
比

較
語
彙

表

で

は
二
拍
名

詞

は
圏
語

に

つ
い
て
調
査

が
行

わ
れ

て

い
る
。

そ
れ

に
よ
れ

ば
、
大

分

(
豊
前

)
ア

の
体

系

は

一
・

二
類

○

●

▼
、
三
類

○

・

▽
、
四

・
五
類

●

○

▽
の
形
態

を

と
る

が
、
そ

れ

ら
各

類
所

属
語

の
う

ち
、
大

分

ア

で
あ
れ

ば
本
来

と

る

べ
き
は
ず

の
右

記
そ

れ
ぞ

れ

の
ア
型
式

に
従

わ
ず

に
例
外

的

に
他

の
ア
型

式

に
発
音

さ
れ

て

い
る
語

と
し

て
は

、
○
・

∀

た
る

べ
き

三
類

所
属

語

「
神
」

1
語

が
●

○

▽
に
行

わ
れ

て

い
る

の
が
あ

る
ば

か
り

で
、
そ

の
他

に
は
同
様

の
異
例

を
見
出

す

こ
と

は

で
き

な

い
。
若

松

ア
の
実
態

も

こ

の
比

較
語
彙

表

所
収

囑
語

に
よ

っ
て
描

き
出

す
限

り

で
は
、

詰
る
所

、

一

・
二
類
○

●
▼

、

三

類

○
●

▽
、
四

・
五
類

・

○

▽
と
変

ら
ず

、
僅

か

に

「
神

」

に
加
え

て

三

類
所

属
語

「
斧
」

1
語

が
新

た

に
頭
高
型

を

と
る

と

い
う

こ
と
で
し

か
な

い
。

こ
れ

ち

の
事

実

か
ち

は
、
恰

も

「斧

、
神

」

2
語

に
お
け

る

○
・

▽

↓

●
○

▽

の
ア
変

化

は
普
遍
的

な

傾
向

と
は
言

い
難

く
、

若
松

ア

で
の
特

殊
な

例
外
現

象

と
し

か
考
え

よ
う

が
な

い
か

の

ご
と
く

で
あ

る
。
と

こ
ろ

が
、

前
記
調

査

語
彙

二
拍
名

詞

謝
語
を
対

象

と
し

て
調
査

に
臨

ん

だ
場
合

、

体
系

の
よ

り
綿
密

な
記

述

が
可
能

と
な
り

、
更

に
は
、

「
斧
、
神

」

2
語

に
あ

ら

わ
れ
る

「
特
殊

」

な
変

化

も
決

し
て
例

外
的

な
現

象

と
し

て
で

は

な
く

、
特
定

の
音

韻
条

件
下

で

の
新

た
な
音

韻
変
化

な

い
し

は
個
別

的
な

形
態
変

化

と
し

て
、
他

の
多

く

の
類

例

と
共

に
若
松

ア

の
特
徴
的

な

ア
変

化

の

一
事
象

と
捉

え

る

こ
と
が

で
き
、

そ

の
意

味

で
も
若

松

ア

の
実

態

の

よ
り

正
確

な
把
握

と
意

義

と
を
明

ら
か

に
し
う

る
よ
う

に
思
う

の
で
あ
る
。

世
代

・
年

齢

、
地

域
、

男
女

、
職
業

、
階
層

な

ど

、
言
語

差

・
位

相

、
と

り

わ
け

ア

の
差
を

齎

ら
す
言

語
外

の
異
な

る
諸

条
件

に

は
種

々
あ

る
が
、

一59「



主

と
し

て
、
若

松

ア

の
記

述

に
当

っ
て
も
最

も
有

意
味

と
目

さ
れ

る
世
代

・
年
齢

に
焦

点
を
当

て
て

考
察

を
進

め

て

い
き

た

い
と
思
う

。
被

調
査
者

は
三
世
代

、
高

年
層

(
60
才
以
上
〉
、

、
中
年

層

、
若
年

層

(
30
オ
以
下
ご

各

7
名

の
合
計

21
名

、

20
地
点

。

は
じ

め
に
高
年

層

の

7
名

を
対
象

と
し

た
調
査

に
基

づ

い
て
語
彙

表
を
作

成

し
若
松

ア
の
体
系

を

明
ら

か
に
し

て

お

き

た

い
。
こ

の
語
彙

表

(第

一
表
)

に
掲

げ

て
あ

る

説
語

は
、
調

査
語
彙

鰯
語

を
高

年
層

の
被

調
査
者

7
名

の
71
%

以
上

、
即
ち

5

～
7
名

に
当

た

る
所

謂

「
大
半

」

の
人

々
に
行

わ
れ

て

い
る
安
定

し

た
ア
型
式

に
従

っ
て

分
類

し

た
も

の
で
、
各

語

に
は
先

に
指

摘

の
通
り
古

辞
書

な

ど
文
献

の
ア

記
載

や
各

地
方

言

ア
で

の
類

別

の

一
致

な

ど

の
裏
付

け

も
あ

っ
て
総

べ
て

「異

同

の
極

め

て
少
な

い
語

」

と

考

え
ら

れ

る
。

第

輯
表

○
・
▼
一
類

味

姉

飴

鳥
賊

磯

魚

牛

梅

枝

海
老

甥

岡

叔
母

顔

柿

風

蟹

金

鐘

徽

株

壁

蚊
帳

堆

傷

君

霧

桐

釘

口

国

首

鍬

腰

是

先

酒

笹

里

靖

皿

沢

品

破

鋤

杉

鈴

裾

底

袖

其

鷹

滝

竹

棚

誰

塵

壺

爪

釣

床

何
処

虎

鳥

西

庭

軒

灰

箱

端

蜂

鼻

羽

幅

髭

膝

暇

紐

笛

藤

蓋

札

筆

星

薪

水

溝

道

峯

桃

森

槍

床

嫁

二
類

癒

石

岩

歌

内

音

紙

殻

川

北

癖

下

蝉

旅

弦

寺

梨

夏

沼

橋

旗

・肘

人

昼

冬

町

胸

村

雪

三
類

麻

海
女

○
・
▽
二
類

。襟

旅

皆

三
類

足

穴

網

家

池

犬

芋

色

腕

馬

裏

鬼

親

貝

鍵

髪

亀

甕

鴨

皮

菊

岸

肝

茎

草

櫛

熊

倉

栗

怪
我

苔

事

米

竿

坂

匙

錆

塩

鹿

舌

島

縞

鮨

脛

炭

咳

蛸

谷

玉

月

土

綱

角

唾

毒

年

泥

波

縄

肉

糠

熱

蚤

糊

墓

萩

恥

鉢

花

浜

腹

縁

矛

骨

堀

豆

店

耳

飯

山

闇

指

弓

夢

脇

綿

五
類

嘘

・
○
▽

一
類

椅
子

二
類

雲
丹

彼

牙

杭

粒

×
妻

x
富

三
類

斧

神

靴

雲

桑

恋

霜

太
刀

民
×
茄
子

×
猫

。海
苔

。孫

毬

鞭

四
類

跡

粟

息

板

糸

稲

今

臼

海

瓜

帯

笠

淳

数

肩

角

絹

杵

錐

管

此
処

鞘

汁

筋

其
処

外

側

蕎
麦

空

種

父

罪

中

何

喉

竪

箸

肌

母

針

船

松

味
噌

麦

藁

五
類

青

秋

朝

汗

雨

井
戸

桶

牡
蠣

陰

蜘
蛛

鯉

琴

鮭

猿

白

足
袋

露

鶴

鍋

生

葱

春

蛭

鮒

前

窓

眉

股

夜

若
松

ア

の
体
系

は
大

分

(豊

前

)
ア

に
同
じ

く

一
・
二
類

○
●

▼
、
三

類

○
・

▽
、
四

・
五
類

●
○

▽
と
な

っ
て

い
る
。
し

か
し
な

が

ら
、
傍
線

を
施

し
た

29
語

は
、
そ

れ
ぞ

れ

の
語

の
型

の
類
別

か

ら

み
て
若
松

ア

で
あ

一

れ
ば
本

来

と
る

べ
き

は
ず

の
ア
型
式

に

は
行
わ

れ
ず

に
他

の
型
式

に
発
音

60

さ
れ

て

い
る
。
わ

け

て
も

一
類
所

属

語

「
椅

子
」

、

二
類
所

属
語

「
雲

丹
」

=

～

「富

士
」

7
語

、
三
類

所
属

語

「斧

」

～

「
鞭

」

15
語

の
計

お
語

に
も

及

ぷ
各

語

が
揃

っ
て
・

○

▽
に
発
音

さ
れ

、
あ

る

べ
き

一
・
二
類

○
●

▼
、

三
類

○
●

▽
の
形
態

が
失

わ
れ

て

い
る
。

こ
れ

は

『
全
国

ア
辞

典
』

比
較

語
彙

表
所

収

の
二
拍

名
詞

協
語
を

も

と
に
調

査
し

た
大

分

(豊

前

)
ア

に

お
け

る
同
様

の
語

が
、

三
類
所
属

語

の

「
神

」
僅

か

1
語

に
、
若
松

ア

の

場

合

で
も

「斧

、
神

」

2
語

に
止
ま

る
と

い
う

状

態

の
比

で
は
な

い
。
し

か
も
、

型

の
類

別

か
ら

み
て
若
松

ア

で
あ

れ
ば
本
来

と

る

べ
き

と
思

わ

れ

る
ア
型
式

○

・

▼
、
○
●

▽
に
発

音

さ
れ

て

い
る
他

の
多

く

の

一
・
二
、

三
類
所
属

語
諸

語

の
場
合

と
比
較

し

て
、

こ
れ
ら

23
語

の
殆

ど
に
頭
高

型

化

を
遂

げ
る

に
相
当

と
思

わ
れ

る
言
語

内

の
互

に
共

通
す

る
諸
条

件

が
備

わ

っ
て

い
る

こ
と

に
注

目

し
て

お
き

た

い
。
例

え

ば
、
○

・

▽
↓

●

○

▽



と
変

じ

て
新

た

に
分

化
し

た

三
類

所
属

語

15
語

の
中

、

「
神

、
靴

、
恋

、

太

刀
、
民

、
茄

子
、

海
苔

、
毬

、
鞭
」

9
語

の
場

合

は
第

二
拍

が

〔
ご

〔
巳

い
ず
れ

か
単

独

の
狭

母
音

、
従

っ
て
二
重

母
音

を
形
成

す

る
か

、

そ
れ

ら

の
狭
母
音

を

含
む
特

殊
音

節

と
な

っ
て

お
り
、

発
音
上

の
負

担

(

単
独
に
高
い
ア
を
荷
い
滝
を
持
つ
)

の
軽

減
を

め
ざ

し

て
第

二
拍

が
高

音
部

を
第

一
拍

に
前
送

り
し

て
低

下
す

る

、
所
謂

頭
高

型
化

を
遂

げ
易

い
条
件

を
備

え
て

い
る
。
-

五
類
が
○
●
▽
を
と
る
静
岡
県
浜
名
郡
新
居
町
で
も

「鯉
」
は
・
○
▽
と
変

じ
て
お
り
類
別
に
依
ら
ず
し
て
内
的
な
音
韻
環
境
を
条
件
と
す
る
こ
と
明
ら
か
=

特

に

「
恋

」

を

除
く

8
語

の
中

6
語

ま

で
が
そ

の
第

二
拍

の
子
音

〔
け
ω
〕
〔
の
〕
〔
ヨ
〕
〔
こ

を
も

ち

、
調
音

法

は
様

々
な

が
ら
調

音
位

置

の
点

で
は
両
唇

、
歯

茎
音

に

偏

っ
て
お
り

、
頭
高

型
化

を
遂

げ

る

こ
と
に
よ

る
過

重
な
負

担

の
軽

減
意

図

に
も
適

い
そ

の
蓋

然
性

に
思

い
到

る
。

た

だ
、

こ
の
様

に

「神

、

民
」

2
語

が

頭
高
型

化
す

る

一
方

で
は
、

こ
れ

と
第

一
、

二
拍

の
音
韻

環
境

を

同
じ

く
す

る

「
網

、
波

、
闇
」

な

ど

の
語

や
第

二
拍

が

こ
の
9
語

そ

れ
ぞ

れ

と
同
じ
条

件

下

に
あ

る
三
類
所

属
語

で
も

、

「
貝

、
炭

、土

」
を

は

じ
め

と
す

る

11
語

は

い
ま

だ
○
●

▽
に
行

わ
れ

る
な

ど
音

韻
変

化

に
遅

速

が
あ

っ
て

一
様

と

は

い
え
ず

、
規

則
性

、
普

遍
性

を
帯

び

つ
つ
も

、
な

お
個

別

的

な

側
面

の
あ

る

こ
と
も
否

定

で
き
な

い
。

ま
た

、
個

々
の
語
、

共
通

の

性

格

を
帯

び
た
数

語

の
上

に
は

心
理
的

な
形
態

変
化

を
見

出
す

こ
と

が
で

き

る
。

「雲

、
桑

、
霜

」

3
語

の
場
合

に

は
、
そ

れ
ぞ

れ
に
同

音
語

「
蜘

蛛

、
鍬

、
下

」

が
あ

り
、

こ
れ

ら
と

の
間

に
同

音
衝

突
を

起
し

た

こ
と

が

考

え
ら

れ

る
。
そ

の
際

「
雲

」

は
五
類
所

属
語

「
蜘

蛛
」

の
ア
●
○

▽
と

紛

れ

て
混
同

を
き

た
し

、

「桑

、

霜
」

の
場
合

は

「
鍬

、
下
」

と

の
間

の

意
義

弁
別

を

明
ら

か

に
す

る

必
要

か
ら

そ
れ
ら

2
語

と

は
聴
覚

的

に
よ
り

明
確

に
異

な

る
ア

型
式

が
、

つ
ま

り
は

い
ず
れ

も

●

○

▽
が
選

ば
れ

た
も

の
と
思
わ

れ
る

が
、

「霜

」

に
は
、
意

義

の
上

か
ら

対
語

と
な

る

「
露

」

の
ア
●

○

▽

へ
類

推
し

た

一
面

も
考

え

て
お
き

た

い
。
先

に
音

韻
変

化

に

よ

っ
て
説

明
し

た

「
海

苔
」

「
神
」

の
場

合

に
も
、

そ
れ

ぞ
れ

に
同
音

語

「
糊

」

「
紙
」

と

の
同
音

衝
突

の
際

の
ア
の
混
同

、
意
義

弁

別

の
結

果

生

じ
た
頭
高

型

化
、

と

い
う

形
態

変
化

の
側

面
も
見

落
す

こ
と

は

で
き
ま

い
。

「
猫

」

に

つ

い
て
は
、
東

京

ア
で

「亀

、
鴨

、
鳩

」

が
○

・

▽
を

と
ら
ず

に

一
様

に

●
○

▽
に
行

わ
れ

る
の
と
同

様
動

物
名

に
相
応

し

い
ア
型

式

と

し

て

●
○

▽
に
、

ま
た
、

「
斧

、
太

刀
」

の
2
語

と

二
類

語

「
妻
」

な

ど

は
、
生
活

、
精

神
様
式

の
変
化

に
伴

い
日
常

の
方

言
生
活

で
口

に
の
ぼ
す

機
会

が
少
な
く

寧
ろ

「
か
た
な
」

や

「
姉
」

に
対
す

る

「
お
姉

さ

ん
」

に

類
す

る
親

称

の
方
を

用

い
て
耳
慣

れ
な

く
な

03
、
若

松

ア
の
基

本
形

ア
●

○

▽
に
発
音

さ

れ

る

こ
と

に
な

っ
た
も

の
と
思

わ

れ
る
。
二
類

所
属

語

「富

士
」

の
頭
高

型

化
も

耳
慣

れ
ぬ
地
名

と

し

て
後

者

に
類
す

る
。

こ

の
様

に

6
語

が
○

●

▽
か
ら

・
○

▽
へ
と
辿
る

形
態
変

化

に
は
様

々
な
要

因

が
働

い
て
お
り
決

し

て

一
様

で

は
な

い
。

一
、
二
類

所
属

語

に

つ

い
て
も

、
例

え

ば

「
椅

子
、
雲

丹

、
杭
、

粒
、
富

士
」

の
5
語

は
第

二

拍

に
単

独

の
狭

母
音

〔
一
〕
〔
`
〕
か
、

そ

の

い
ず

れ
か
を

含

む
特
殊
音

節

が
来

、

「
雲

丹
」

は
海
産

動
物

名

、

「
彼

、
牙

、
妻
」

3
語

-

三
類
所
属
語

「恋
」
も
ー

は
印
象

の
強

調
、
斬

新
な

酒
落

た
表

現
を
狙

い
と
し

て
行
わ

れ
た

一
面
も

あ

る
、

な

ど
音

韻

、
形
態

両
変

化

の
場

合
共

に
頭
高

型

化
を
齎

ら
す

に
足

る
互

に

共
通

し
た
言

語
内

の
諸
条

件
を

備
え

て

い
範
。

一
、
二
、

三
類
所

属
語

の
中

で
、

頭
高

型
化
を

遂
げ

る

こ
と

で
分
化

か

ら
統
合

へ
と

い
う
音

韻
変

化

の
原
則

に
敢

え
て
逆

ら
う

こ
れ

ら

の
語

に

つ

い
て

は
、
前
記

23
語

も
含

め

て
そ
れ

ら
が
よ

り
若

い
世
代

で
ど

の
様

に
推

移

し

て

い

っ
て

い
る
か
を

比
較

・
検
討

す

る

こ
と
に
よ

っ
て
、

ア
変

化

の

61

、

[



実
態

の
正
確

な
把

握

と
そ

の
現
象

の
も

つ
意
義

、
共

通
語

化

の
働
き

な

ど
、

他
方

言

と

の
交

渉
関
係

に
も

わ

た
る
よ

り
綿
密

な
考

察

を
進

め
る

こ
と

が

で

き
よ
う

。
第

二
、

三
表

は
若
松

半
島

の
中

年
層

、
次

い
で
若

年
層

に
行

わ

れ
る
方

言

ア

の
体

系
を

明
ら

か

に
し
た
も

の
で
あ

る

が
、
各

ア
型

式

に

所
属

す

る
語

の
認
定

方
法

は
第

一
表

の
場
合

を
踏
襲

し

た
。

そ

の
際

、
中

若
年

層

に
お

い
て
、
高

年
層

の
そ
れ

と
は
異

な

る
ア
形

態

が
7
名

の
被
調

査
者

の
中

5
名

以
上

に
新

た

に

一
致

し
て
あ

ら
わ

れ
、

分
類

に
異

同

の
生

じ

た
語

に
限

っ
て
掲

げ

る

こ
と

と
し

、
高
年

層

で

の
分

類

に
変

更

を
要

し

な

い
語

は
す

べ
て
省

略

に
従

っ
た
。

第
二
表

中

年

層

○
●
▼
三
類

岸

堀

四
類

他

○
・
▽

一
類

的

二
類

鞍

・
○
▽

一
類

姉

三
類

膿

第
三
表

若

年

層

○
・
▼
二
類

蔦

三
類

岸

○
●
▽

一
類

沢

二
類

鞍

●
○
▽

一
類

姉

杉

友

藤

三
類

寺

技

三
類

鯛

谷二
類

四
類

他

三
類

海
苔

胃
.,弦

泡

。膿

貝

亀

鴨

熊

鯛

蛸

萩

若

年
層

の
場
合

、

一
、

二
類
所

属
語

「
沢
」
、
「
鞍

」

の
2
語

は

○
・

▽
に

行

わ

れ
、
逆

に
、
本

来

○
●

▽
を
と

る

べ
き
三
類

の

「
岸

、
谷
」

が

○
●

▼
に
発
音

さ

れ

る
が
、

い
ず

れ

の
語

も
各

世
代

に
よ

っ
て

ア
が

一
定

で
は

な
く
揺

れ

が
頗

る
多

い
。
そ

れ
も
周

辺

の
農

漁
村

よ

り
も
市

街
地

の
被

調

査

者

に
比
較

的
偏

っ
て
あ

ら

わ
れ

る
。

三
世
代

を
通
じ

て

一
貫
し

て
○

●

▼
を

と
ら
ず

に

○
●

▽
に
発
音

さ

れ
る

二
類
所
属

語

「
襟

、
皆

」

2
語

の

場

合

は
東
京

ア

の
習
得

と
し

て
措
き

、

こ
れ
ら

4
語

の
ア

は
屡

々
○
・

▼

と

○
●

▽
と

の
間

で
言

い
直

さ
れ
躊

躇

が
あ

っ
て
揺

れ
て

お
り
、
無

造
作

で
単
調

な

一
本
調

子

の
発

音

や
、
そ

れ
と

は
逆

の
緊
張

な

ど
に
伴

っ
て
齎

ら
さ

れ
た
音

声
学

的
な

ア
で
あ

ろ
う

と
思

わ
れ

る
。

ま

た
、

一
、

二
、
三
類

所
属

語

の
中

で
既

に
高

年
層

に
お

い
て
頭
高

型

化
を
遂

げ

て

い
る
前
記

「
椅
子

」

ー

「
鞭
」

の
23
語

は
、
本

来

の
ア
型
式

○

●

▽
に
発

音
す

る
被
調

査
者

が

3
名
を

越
え

る

「
海

苔
」

1
語

を
除

い

て

は
、
中
年
層

に
お

い
て
も

そ

の
頭
高

型

化

の
傾
向

が
概

ね
変
更

な
く
受

け
継

が
れ

て

い
る
が
、
中

年
層

の
被

調
査
者

の
中

に
50
代

の
農
漁
村

生

活

者

が
3
名
を

数
え

る

と

い
う
年
齢

構

成

の
事

情
も

あ

っ
て

、

こ
の
世
代

に

な

っ
て
新

た

に
あ

ら
わ

れ
る

頭
高
型

へ
の
変
化
例

と

し
て

は
、
僅

か

に

一

類
所
属

語

「
姉
」

、
三

類

の

「
膿
」

の
2
語
を
加

え

る

に
止

ま

っ
て

い
る
。

と

こ
ろ

が
、
更

に
若

い
世
代

、
若
年
層

に
な

る
と
頭
高

型
化

の
傾
向

は
著

し
く

進

み
様

相

は

一
変
す

る
。

一
、
二
、

三
類
所

属
語

で
あ

り
な

が
ら

分

化
し

て
頭
高

型

●

○

▽
に
発
音

さ

れ
る
語

は
、

こ
の
世
代

で
新

た
に

・

○

▽
を

と
る
破

線
を

施
し

た

15
語

と

、
高

、
中

、

そ
し

て
若
年

層

の
三
世
代

を
通

じ

て
●
○

▽
で
あ

る
前
記

22
語

(○
●
▽
に
行
わ
れ
る

「海
苔
」
1
語
を
除
く
)

と

の
合

せ
て

37
語

で
あ

る
。

こ
れ

ら

37
語

の

い
ず

れ

に
も

、
音
韻

変
化

な

り
類
推

を
主

と
す

る
形

態
変

化

に
よ

っ
て
頭
高

型

化
を

遂
げ

る

に
相

当

と

思

わ

れ
る
種

々
の
言
語

内
条

件
を

見
出
す

こ
と
が

で
き
、

先

の
○
・

▼
介
・

○

●

▽
相
互

間

で
の
変

化

に
較

べ
て
、

よ
り

一
般
的

に
起

き
る

ア
変

化

の

傾
向

で
あ

る

こ
と
は
言
う

ま

で
も

な

い
。
今

、

こ
れ
ら

の
ア
変

化
を

分
類

基
準

に
従

っ
て
上
位

か
ら

下
位

へ
と
二
分

法
分

類
す

る
と

、

A
基
本
的
12』言
語
内
条
件
12↑規
定
さ
れ
て
起
き
る
頭
高
型
化

a
特
定
の
音
韻
環
境
の
も
と
で
規
則
的
、
普
遍
的
に
起
き
る
音
韻
変
化

Ⅱ

第
二
拍
に
狭
母
音
を
も
ち
発
音
の
容
易
化
を
め
ざ
す
語
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①
単
独
の
狭
母
音
音
節
-

貝

杭

恋

鯛

②
狭
母
音
を
含
む
特
殊
音
節
ー

椅
子

雲
丹

膿

神

靴

杉

太
刀

民

粒

弦

茄
子

萩

藤

富
士

毬

鞭

(海
苔
)

(10
)

n
第

一
、
二
拍
に
母
音
の
特
定
の
組
み
合
わ
せ
を
も

つ
語
ー

な
し

b
個
別
、
又
は
数
語
の
上
に
共
通
し
て
起
き
る
心
理
的
な
形
態
変
化

-
特
定

の
語
と
の
対
応
関
係
の
あ
る
語

ω
同
音
衝
突
ー
ω
紛
れ
て
ア
を
混
同
=
泡

膿

門

雲

弦

藤

ロ
意
義
弁
別
の
上
か
ら
ア
を
区
別
「

神

桑

霜

(海
苔
)

②
意
義
上
対
語
と
な
る
語
の
ア
へ
類
推
=

姉

霜

n
特

定

の
語

と

の
対
応
関

係

の
み
ら

れ
な

い
語

(
b
I
、
H
と
も
第
二
拍
に

広
母
音
の
く
る
語
が
多
い
)

①

印
象

の
強
調

、
酒
落

た
斬
新

さ

な
ど

話
者
の
表
現
効
果
を
め
ざ
す
意
図
ー

彼

牙

恋

妻

友

②
語
性
、
語
感
を
共
有
l

a
動
物
名
ー

雲
丹

亀

貝

鴨

熊

鯛

蛸

猫

@
耳
慣
れ
な
い
名
辞
、
古
語
臭
の
漂
う
語
i

姉

斧

門

彼

太
刀

友

妻

富
士

B
言
語
外
条
件
18榊規
定
さ
れ
て
起
き
る
頭
高
型
化
i

世
代
差
、
地
域
差
に
よ
る
。

こ
の
中

、
A

a
I
①

の

「
貝
」

は
東
京

ア

で
も

・
○

▽
に
行

わ
れ

て

い

る
。

こ

の

「
貝

」
を

、
三

類
所

属
語

の
中

で

は

「
金
」

「塔

」

と
共

に
●

○

(出

自

)
↓

○
●

(
現

代

)

の
ア
変
化

を
遂

げ
ず

に
依
然

と

し

て
今

日

ま

で
●

○

に
残

っ
た
僅

か
な
例

と
す

る
見

方
と

、

一
端

○

・

に
変

化
し

た

上

謡
再

び

●
○

に
戻

っ
た
も

の
と

み
る
考

え
方

の
二
通
り

が
行

わ
れ

て

い

る

が
、
若

松

ア
の
場
合

に
限

っ
て

い
え

ば
、
高

、
中
年

層

で

は

「
鯛
」

と

共

に
○
●

▽

が
む
し

ろ

一
般

で
、

「
貝
」

の
●

○

▽
が
専

ら
と

な

る
に
は

若

年
層

ま

で
待

た
な

く

て
は
な

ら

ぬ
故
、

仮

に
若

松

ア

の
三
類

に
も
東

京

ア

と
同
じ

●
e
↓

○

●
の
変
化

過
程

が
嘗

て
あ

っ
た
と
す

る
な

ら
ば

、
「
貝
」

は
他

の
三
類

所
属

語
各

語

と
足

並

み
を
揃

え

て

一
端

は
高

、
中
年

層

に

一

般

的

な
○
●

に
転

じ
、

第

二
拍

に
単

独

の
狭
母
音

〔
一
〕

が
来

、
従

っ
て

二
重
母

音
を

形
成

す

る
と

い
う

音
韻

環
境

、

「亀

、

鯛
」

に
同

じ
く
動

物

名

に
相

応

し

い
語

性

の
反
映

と

い
う

事
情

か

ら
、
出

自

の
ア
型
式

・

○

に

戻

る
と

い
う

結
果

を
招

来
す

る
頭
高

型
化

を
遂

げ

る

こ
と
に
な

っ
た
も

の

第

四
表

か
。一

方

、
縦
え
音

韻
環

境
を

同

じ
く
す

る
語

で
あ

っ
て
も

、
第

四
表

に
端

的

に

明

ら
か
な

如
く

、
頭
高

型
化

に
は

「杭

、

恋
」

で
早

く

「
貝
、

鯛
」

で

は
遅

い
と

い
う

よ
う

な
遅

速
、
前

後

が
あ

っ
て

一

様

で
は

な

い
。

こ
の
点

は
高

年
層

で
早

く
も

頭
高

型
化

し

た
23
語

の
よ
う

な
語

も
あ

れ

ば
、
他

方

で
は
中

、
若
年

層

に
至

っ
て

は
じ
め

て
頭
高

型
化

を
遂

げ

る
語

が
15
語

を
数

え

る
な

ど
の
事
実

と
も

関
連

し
て

、
音
韻

変
化

が
規

則
性

、
普
遍

性
を

帯

び

つ
つ
も
な

お
そ

こ
に
個

別
的

な

側
面

の
あ

る

こ
と
、

そ

し

て
心

理
的

な
形

態
変

化

の
場

合

で
も
同
様

で
あ

る

こ
と

い
ず

れ
も

既

に
触

れ

る
と

こ
ろ

で
も
あ

っ
た
。

ま

た
、
A

b
n
①

に

い
う

「話

者

の
表
現

効
果

を

め
ざ
す
意

図
」

は
、

文

例
団

君
は
誰

だ

、
回
君

は
美

し

い
、
を
派

生
節

の
ア
と
し

て
若
松

ア

で

観
察

す

る
際

、
口

に
よ

れ
ば
被
調

査
者

の
中

の
幾

人

か
に
文
節

「
君

は
」

を

・
○

▽

に
発
音
す

る
傾

向

が
あ

り

、

こ
れ
が
團

に
な

る
と
例

外

な
く

一

類

所
属
語

本
来

の
○

・

▼
に
行

わ
れ

、
疑
問

文

の
場
合

と
否

と

の
場

面

に

対
す

る
話

者

の
認
識

の
差

が

「
君
は
」

の
ア
に
●

○

▽
、
○
●

▼

の
形
態

差

と
し

て
反
映

す

る
よ
う

な
働

き
を
指

す
。

疑
問

文

「
何
処

に
行

く

の
か
」

「63一



の
文

節

「何

処

に
」

が

・
○

▽
に
発
音

さ

れ
る

こ
と

が
あ

る

の
も

こ
れ
と

同
根

で
あ

る

が
、
東

京

ア

の

「
誰
、
何

処

」

の
場

合

に
も

か
か

る
傾
向

の

み
ら

れ

る

こ
と
は
夙

に
指
摘

が
な
さ

れ

て
き

た
と

こ
ろ
で
あ

る
。

三
、
若
松
半
島

の
方
言
ア
に
み
る
共
通
語
化

若

松

ア

の
若

年
層

の
場

合

に
、

頭
高

型

化
を
遂

げ

る
語

の

一
、
二

、
三

各
類

ご
と

の
傾

向
を

た

だ
語
数

と

い
う

点

か
ら

の

み
眺

め

れ
ば

、
三
類

所

属

語
ば

か
り

が

23
語

で
、

一
類

の
そ
れ

の
5
語

、
二
類

9
語

の
そ
れ

ぞ
れ

妨
倍

、

蜀
倍

と
圧
倒

的

に
多

い
か

に

み
え

る

が
、

こ
れ
ら

の
頭
高

型

化
す

る
語

が
各

類
所

属

語
全

体

に
占

め

て

い
る
割
合

を
第

五
表

に

み
る
と

、

二
、

第

五
表

袈

齪
勲
蹴
臨

醗

ボ
翫
帥
の

三
類
所

属
語

に
あ

ら

わ
れ

る
頭
高

型
化

の
訂
合

は

三
世
代

を
通

じ

て
14

～
22
%

の
間

で
互

に
略
同

率
を

呈
し

、
剰

え
若

年
層

に
至

る

5
%

余
り

の
著

し

い
増
加

に
も

轡
を
並

べ
る
が

、

ひ
と
り

一
類

の

頭
高

型
化

だ
け

は
極

め
て
低
率

を

示
し

て
顕
著

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

は
頭
高

型

化

の
傾
向

が
三
類

所
属

語

に

の
み
偏
重

す

る
も

の
で
は

な
く

、

一
類

を
除

い
た

二
、

三
類

両
類
所

属
語

に
共

通
す

る
傾

向

で
あ

る

こ
と
を

示
す

も

の

に
他

な
ら

な

い
。

二
、
三
類

が
共

に
○

●

▽
を

と

っ
て
合

併

し
区
別

の
な

い
東

京

ア
な
ら

ば
、
第

二
拍

に

〔
一
〕
〔
ロ
〕
単
独

の
狭

母
音
音

節

な

い
し
は

そ

れ
ら

を
含

む
特

殊
音
節

が
く
る
際

に
両

類

一
様

に
第

二
拍

の
高

音
部

を
第

一
拍

へ
送

っ
て
頭
高

型
化

を
遂
げ

る
傾

向

が
あ
ら

わ
れ

る
と

か
、

形
態
変

化

と
し

て

の
ア
変
化

が
起

き
る

こ
と

は
十
分

考
え

ら
れ

る
。

し
か

し
、
若

松

ア
で

は
二
類

は
第

二
拍

に
単
独

の
ア
の
山

が

こ
ず

、

ま
た

、
二

、
三
類

は
異

な

る
ア
型
式

、

○
●

▼
、

○
●

▽
を

と

っ
て
統

合

し
な

い
、
そ

の
点

で
互

に
音

韻
条

件

の
顕
著

な
相
違

を
有

し
、

二
類

は
○
・

▼
を

と

っ
て

一

類

と
区
別

を
失

っ
て
合

併

し

て

い
る
。

に
も

関
ら
ず

こ
の
二
類

が

こ
と
頭

高

型
化

に
関

し
て

は

一
類

と
で

は
な
く

三
類

と

の
間

に
三
世
代

を
通

じ

て

一
貫
し

て
足
並

み
を

揃
え

る

の
で
あ

る
。

こ

こ
に
は
他

の
方

言

ア
の
強

い

影
響

を

こ
そ
考

え
な

け
れ

ば
な

る
ま

い
。
第

六
表

は
、
東

京

ア

に
お

い
て

一
、

二
、
三
類

所
属

語

で
あ
り

な

が
ら
頭
高

型
化

す

る
語

の
割

合
を

『
全

国

ア
辞

典
』
本

文

の
記
述

を
も

と

に
整

理

し
た
も

の

で
あ
る

。

纂

六
表

第
五
表
に
同
じ

(内
訳
)

X

ー

一
類

二
類

三
類

誰

何
処

友

雲
丹

漁
女

斧

貝

神

亀

鴨

雲

桑

恋

匙

鯛

蛸

太
刀

民

茄
子

猫

萩

矛

劇

門

彼

牙

杭

粒

x
妻

富
士

も
と

よ
り
東

京

ア

の
体

系

は

一
類

○
●

▼
、

二

・
三
類

○
・

▽
、

四

・
五

類
●

○

▽
で
あ

る
。
若

松

ア
は
型

の

種
別

の
上

で

は
こ

の
三

種
を
有

し

て
何

ら
変

る
と

こ
ろ

が
な

い
も

の

の
、
二
類

が
○

・
▼

、
三
類

○

●
▽

と
両

類

が
分
化

し
て
統

合
し

な

い
点

で
異

な

る
。

と

こ
ろ
が

、
東
京

ア

で

の
頭

高

型

化

の
傾
向

は

一
類
所

属

語
で

は

3
%

と
極

端

に
低

く

、

一
方

二

、
三

類

の
そ
れ

は
揃

っ
て

18
%

に
近
く
高

い
。

こ
れ

は
若

松

ア
に
お

け
る
中

年

層

と
若

年
層

の
平

均
値

に
相
似

て

い
る
。

こ
の
符

合

は

「若

松

ア

に
働
く

共
通
語

化
」

の
見

地

か
ら

は
見
逃
す

こ
と
が

で
き
な

い
。

仮

に
、
第

六
表

に
み
る
よ
う

な
東

京

ア
で

の
頭
高

型
化

の

一
般

的
な

傾
向

が
若

松

ア

の
高

年
層

の
そ

れ
よ

り
も
低

い
割
合

を

示
す

か
、

少
く

と
も
両

者

が
同
様

の
割

一64=



合

を

呈
す

る

よ
う

で
あ

る
な

ら
ば
、

目
下

の
若

松

ア
二
、

三
類
所

属
語

に

共

通

し
て
あ

ら
わ

れ
る

頭
高
型

化

の
傾
向

を
、
東

京

ア

に
お
け

る
同
様

の

傾

向

と

の
関

連

に
お

い
て
考

え
る
余

地

は
少
な

く
な

る
と
思

わ

れ
る
。

若

松

ア

の
共
通

語
化

な
る
も

の
が
、
高

年
層

に

は

い
ま

だ
十

分

に
は
働

か
ず

、

主

と
し

て
若
年

層

に
対

し
て
働

く
固
有

の
新

し

い
要
素

、
例

え

ば
、
人

口

流

動

、
放

送

文
化

の
発
達

、
学

校
教
育

の
普

及

な

ど
に
よ

る
、
若

松
半

島

の
方
言

ア

に
対

す

る
話
者

の
規
範

意

識

の
薄

ら

ぎ
を
衝

い
て
起
き

る
現
象

と
考
え

ら
れ

る

か
ら
で
あ

る
。

と

こ
ろ

が
実

際

に

は
、
若
松

ア

に
あ

っ
て

頭
高

型
化

を
遂

げ

る
度
合

が
東
京

ア
の
傾
向

に
よ
り
近

い
の
は
、

高
年
層

の
そ
れ

で
は

な
く
増

加
傾

向

に
あ
る
若

年
層

で

の

20
%

を
越

え

る
数
値

の

方

で
あ

り
、
高

年
層

の
14
～

15
%

と

い
う
数

値

に

つ

い
て
も

東
京

ア

の
17

～
18
%
を

下

回

っ
て
む
し

ろ
自
然

で
あ
る
。

頭
高

型
化

を
遂

げ
る
語

を

具

体
的

に
み
て
も

、
東
京

ア
に

は
な

い
若

松

ア
特
有

の
語

と
し

て

は
、
高

年

層

か
ら

み
ら

れ
る

「椅

子

、
霜

、
孫

、
毬
」

4
語

、
若

年
層

に
だ
け
あ

ら

わ

れ
る

「
姉

、
泡
、
膿

、
熊

、
杉

、

弦
、
藤

」

7
語

の
合

せ
て

11
語
-

東

京
ア
の
若
年
層
で
は
こ
れ
ら
U
語
を
●
○
▽
に
発
音
す
る
こ
と
が
あ
る
=

が
あ
る
が
、
「友
」

を

は
じ

め
と
す

る

25
語

(
第
六
表

傍
線

部

分
)

は
す

べ
て

一
致
し

て

い
る
。

逆

に
、
東

京

ア
で

は
頭
高

型
化

し

て

い
る

の

に
若

松

ア
で
依
然

と

し

て
○

●
▼

、
○
・

▽
が
大
勢

を

占

め
る

「海

女

、
匙

、
誰
、

何
処

、
矛
」

の
5

語

に

つ

い
て
も

、
す

べ
て
の
被
調

査
者

が
各

語
各

類
本

来

の
○
●

▼
、
○

・

▽
を

と
る

わ
け

で
は
な

く
、

い
ま

だ

5
名

以
上

に
は
達

し

な

い
も

の
の

若
年
層

を
中

心

に
・

○

▽
に
発
音

す

る
者

が
多
く

な

っ
て
、
東

京

ア

の
傾

向

に
近
付

い
て

い
る

こ
と

は
否

め
な

い
。

こ
れ

に
関

連

し

て
、
第

二
拍

に

単
独

の
狭

母
音

〔
一
〕
〔
`
〕

か
、
そ

れ
ら

い
ず

れ
か
を

含
む
特

殊
音

節

が

く

る
と

い
う

特
定

の
音

韻
環

境

の
も

と
で
比

較
的
音

韻
変

化
を

起
し

易

い

方
言
ア
と
し
て
、
幽
呈
削
ア
に
隣
接
し

、
一
、
二
、三
類
と
も
に
等

し

く
○

●

▽

を

と
る
筑
前

ア
を

吟
味

し

て
お
き

た

い
。

第

七
表

に
示
す

よ
う

に
、

筑
前

第

七
表

瞭
肛
臓

ア

で
は
頭
高

型

化
す

る
語

が
二

、
三
類

は
も

と
よ

り
、

方
言

一
類

二
類

三
類

語9945鵬
筑
前

ア%
晒

猟切

9

伽切

18

留

高
山
国
彦
氏

冗
・オ

(遠
賀
郡
遠
賀
町
)

い
る
故
、

一
類
所

属
語

に
も

及

ぼ
さ
れ

た
も

の
と
考

え
ら

れ
る
。

こ
れ

を
若

松

ア
で
は

一
類

の
頭
高

型
化

が
東
京

ア
同
様

極

め

て
少
な

い
と

い
う
事

実

と

の
関

連

で
考
え

て

み
る
と

、
同

じ
よ
う

に
東
京

ア

の
影
響

を

受

け

る
に
し

て
も

、
若

松

ア

の
場
合

に
は

一
類

の
ア
型
式

が
○
●

▽
で
は

な
く

○

●

▼
で
あ

り
同

じ
く

○
●

▼
を

と
る
東
京

ア
の

一
類

が
○

●

▼
↓

●
○

▽
の
頭
高
型

化
傾

向

で
は

3
%

と
低

率
を

示
す

と

い
う

両
事

実

の
符

合

に
思

い
到

る
。

若
松

ア

で
は
筑
前

ア

の
場
合

と

は
違

っ
て
、

一
類
所

属

語

の
中

か
ら
頭
高

型
化

し

て

い
く

よ
う
な

語

が
少
な

い
と

い
う

こ
と
、

そ

の
現
象

あ

る

こ
と
が
却

っ
て
若

松

ア
自
身

が
東
京

ア

の
影
響

を
受

け
な

が

ら
も

、
互

の
持

て
る

ア
体
系

の
違

い
に
よ

っ
て
筑
前

ア
と

は
異
な

る
対

応

を
な

し
た

こ
と

、
即
ち

、
若

松
ア

に
お
け

る
共
通

語
化

の
証

と

な

っ
て

い

る

こ
と
を

示
し

て

い
る

の
で
は
な

い
か
と

考
え

る
わ
け

で
あ

る
。

こ

の
頭
高

型
化

と

い
う

分

化

の
傾
向

は
、
若
年

層

に
至

っ
て
新

た

に

一
、

一
類

所
属

語

で
も
東
京

ア

、
若

松

ア

に
較

べ
て

撮
%

と

増
加

す

る
傾
向

に
あ

る
。
そ

れ
も

「
蟻

、
椅

子
、
柿

、

維

、
薪

」

な
ど

、
第

二
拍

に
狭
母

音

の

〔
二

〔
⊆
〕

い

ず

れ
か
を

含
む
特

殊
音

節

が
く

る
と

い
う

特
定

の
音

韻

環
境

の
も

と

で
行
わ

れ
た

と
見
倣

さ
れ

る
語

が
多
く

な

っ
て
お
り

、
東
京

ア

二
、

三
類
所

属
語

に
あ

ら
わ

れ
る

○

・

▽
↓

・
○

▽
の
頭

高
型

化
傾

向

が
、
筑
前

ア

の
場

合

一
、

二
、
三

類

が

一
様

に
○
●

▽
を

と

っ
て
ア
型
式

の
上

で

一
類
と

二

・
三
類

と

の
間

の
区
別

が
失

わ

れ
て

課

っ
て
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二
、

三
類
所

属
語

の
中

か

ら
頭
高

型
化
を

遂
げ

つ

つ
あ

る
と
思

わ
れ

る
語

の
内

訳
と

、
頭
高

型

に
発
音

し

て

い
る
被

調
査

者

の
人
数

と

を
各

世
代

ご

と

に
逐

一
明
ら

か

に
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
高

年
層
↓

中

年
層
↓

若

年
層

第

八
表
●
○
▽
に
発
音
さ
馨

語
と
被
調
査
者
の
人
数

と
世
代

を

経

る
に
従

っ
て
、

徐

々
に

で
は
あ

る

が
確
実

に
、

そ

の
傾
向

の
定

着

の
過

程
を

み
る

こ
と

が
で
き

る
。
第

八

表

の
中

、
○

印

で
囲

っ
た

「

姉
」

ー

「
萩
」

ま

で

の
15
語

に

つ

い
て

は
数
値

の
推

移

が

如

実

に
そ

の

こ
と
を
物

語

っ

て
お

り
、
若

年
層

で

い
ま

だ

安

定
し

て

い
な

い
も

の

の
、

4
名
ま

で

の
被
調

査
者

に
頭

高

型
化

の
傾
向

が
あ

ら
わ

れ

て

い
る

「
維
、
鍬

、

誰
、

何

処
、
峯

、

虹
、
麻

、

匙
、

矛
」

9
語
な

ど

に
、
若

松

ア
で

一
、

二
、

三
類
所

属
語

の
頭

高
型

化

が
失

わ
れ

ず

、
比

較
的

一
類

所
属

語

に
数
を

増

し
て
な

お
将

来

に
わ

た

っ
て
着
実

な

深

化
を

み

せ
る

と

の
示
唆
を

読

み
取

る

こ
と
が

で
き

る
。

四

若
松
ア
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題

　
む
す
び
に
か
え
て
　

-

こ
れ
ま

で
、
若

松

ア

の
体
系

、

一
、

二
、
三

類
所
属

語

に

み
え
る

ア
変

化

と
し

て

の
頭
高

型
化

傾

向
、

共
通

語
化

の
働

き
な

ど
若

松

ア

の
実

態

に

つ

い
て
縷

々
述

べ

て
き
た

が
、
な

か

に
頭
高
型

化

の

一
要

因

と
し

て
同
音

衝
突

に
触

れ

る
と

こ
ろ

が
あ

っ
た
。

一
口
に
同
音
衝

突

と

い

っ
て
も

「
錐

、

竪
」

の
場

合

に
は
珈

か
趣

き

に
異

な

り
が
あ

る
よ
う

で
、
本
来

四
類

所
属

語

で
あ

る
両
語

も

、

「
錐

」

は
高

、
中

、
若

年
各

層
各

々
7
名

の
被
調

査

者

の
中

0
、

2
、

4
名

が
○

●

▼
に
、

「竪

」
も

0

、
1
、

4
名

は

○
●

▽
に
発
音

し

て

い
る
。

こ
れ

ら
は
そ

れ
ぞ

れ
同
音

の

一
類
語

「
霧

」

○
●

▼
、
三

類
語

「
蚤

」
○

●

▽
と

の
間

に
ア
が
混
同

を

き
た

し
て

紛
れ
、
○

●

▼
、

○

●

▽
に
行
わ

れ

た
も

の
で
あ

ろ
う
。
各

世
代

の
発
音
者

数

の
推

移

を

み
て
も

明

ら
か
な

ご

と
く
若
年

層

に
多

く
、
そ

の
上

混
同

は

日
常

あ

ま
り

口
に
し
な

い

「
錐

、
馨

」

2
語

の
よ
う

な
語

の
方

に
あ

ら
わ
れ

る
。

対
応
関

係

に
あ

る
語

と

の
間

の
同
音

衝
突

に
よ
る
頭

高

型
化

が
、

ど

の
世

代

に
多

く
あ

ら

わ
れ

、
そ

こ
に
働

く
話
者

の
表
現
上

の
配
慮

な
る
も

の
も

如
何

な

る
性
質

の
も

の

で
あ

る

か
そ

の

一
端

を
示

し

て
興
味

深

い
。
同

じ

四
類

語

で
○
●

▼
を

と

る
も

の
で
も

「
他
」

は
東
京

ア

の
影
響

と
し

か
考

え

よ
う

が
な

い
。
次

に
、

「
襟

、
皆

」

2
語

の
類

別

に

つ

い
て
。

「
襟

」
、

「皆

」

は
各

地
方
言

ア

で

い
ず

れ
も

二
類

に
行

わ
れ

、

「
皆

」

は
ま

た
、

皆

ミ
ナ

(
観

・
名
義

抄
、
僧

中

卿

)

の
ご

と
く
古

辞
書

の
ア
記

載

で
も
そ

の
こ
と

が
明
ら

か

で
あ

る
が
、
若

松

ア
で

は

こ
の
両
語

を
殆

ど

の
被

調
査

者

が

一
様

に

三
類
相

当

の
○
・

▽
に

発

音

し
て
東

京

ア

の
影

響
を

強
く
受

け

て

い
る
が

、
特

に

「
襟

」

は
第

二

拍

が
狭

母
音

を
含

む
音

節
な

る

に
も
関

ら
ず
敢

え

て
ア

の
山
を

設
け

て

、

ま

た
、
「
皆
」

の
○
・

▽
は

、
よ
り
多

く

用

い
ら
れ

る
三
拍

名

詞

「皆

」

の

基
本

節

の
ア
が
○
●

●

▽
と
助
詞

「
ガ
」
を
低

下

し

て
発
音

さ
れ

て
お

り
、

こ
の
多

数

へ
と

類
推

し
た

も

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

こ

の
よ
う

に
二
類

語

「
鞍

、
寺

、
技

」

の
○
●

▼
↓

○

●

▽
が

み
ら

れ
、
東
京

ア

の
影

響
を
多
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分

に
窺

わ

せ
る
五
類

所
属

語

「
嘘
」

の
場
合

に
も

○
●

▽
が
圧
倒
的

に
多

く

、
本
来

の
●

○

▽
に
行

う

の
は
若

年
層

の
2
名

に
す

ぎ
な

い
。

筑
前

ア

で
も
例
外

な

く

○
●

▽
に
発
音

さ
れ

て

い
る
。

こ

の
若

年
層

で

の
2
名

に

あ

ら

わ
れ
る

●
○

▽
の
解

釈

は
、

「
嘘
」

は
若

松

ア
で
は

三
類

に
合
併

し

た
語

で
あ

っ
て
、
印

象

の
強
調

の
働

き

に
よ

る
新

た
な

変
化

、
若

松

ア
で

は
●
○

▽

が
本

来

で
○

・

▽

は
音
声

学
的

な
ア

、
東
京

ア

の

●
○

▽
が
別

途

に
習
得

さ

れ
た

、
な

ど
が
考

え
ら

れ
る

が
な

お
定

め
難

い
。

若

松

ア

の
実

態
を

み
る
場
合

、
半
島

内

で

の
地
域
差

に
由

来
す

る
位

相

を
見

過

し
え

な

い
。
第

九

表

は
若

松
半

島
を

大
き

く
農

漁
村

地
域

(脇

浦

、

第
九

表

第
八
表
に
同
じ

脇

田
、
畠

田

、
蛋
住

、
岩
屋

)

と
市
街

地
域

に
区

分
し

、
両

地
域

そ
れ

ぞ
れ

に

つ
い
て
三
世
代

か
ら
各

2
名

、
合

計

6

名
ず

つ
の
被

調

査
者

を
抽
出

し

て
、
先

に

}
、

二
、

三
類
所
属

語

の
中

か
ら
若

年
層

に
至

っ
て
新

た

に
頭
高

型
化

を
遂

げ

た
と
見
倣

さ

れ
た

「
姉
」

～

「萩

」

15
語

の
ア
に

つ

い
て
、
実

際

に
両

地
域

で

ど

の
よ
う

に
発

音

さ
れ

て

い
る
か
を

み

た
も

の
で
あ

る
。
農

漁
村

地
域

で

は

頭
高

型
化

が
総
体

的

に
鈍

く
、

こ
れ

に
較

べ
人

口
流

動

の
多

い
と
目

さ

れ

る
市

街
地

に

お

い
て
は
速

い
こ
と
が
明

ら

か
に
窺

わ
れ

る
。

こ

の
様

に
若

松
ア

の
実
態

報
告

と

い
う

こ
と

で
は
、
よ

り
厳
密

に
は
両

地
域

そ
れ

ぞ
れ

の
報
告

の
要

あ
り

、

そ

の
他

、

こ
の
論
考

と

の
関
連

で

、

残

る

一
、

三
拍
名

詞

、
動

詞
、
形

容
詞

ア

の
記

述

、
吟
味

、
同

じ
よ
う

な

豊

前

ア
を

と
る
他

地
域

の
方

言

ア
と

の
比
較

な
ど

、
世
代

差

に
焦

点

を
当

て

て
若

松

ア

一
つ
を
対
象

に
取

り
上

げ

て
も
触

れ
る

べ
き
課

題

は
な

お
多

い
が
最

早
逞

が
な

い
、
改

め
て
考

察

の
機
会

を

得

た

い
と
思

う
。

註

(1
)
ア
ク
セ
ン
ト
を
ア
と
略
称
し
太
字
を
も

っ
て
示
す
。

(2
)

「九
州
東
北
部
の
ア
と
そ
の
系
統
」

(上
)
(下
)(
「國
學
院
雑
誌
』
47
巻
1
、
2
月
号
)

に
加
筆
さ
れ
た
も
の
。

(
3
)
そ
れ
ぞ
れ
承
暦
三
年
本
、
望
月
郁
子
氏

「類
聚
名
義
抄
四
種
声
点
付
和
訓
集
成
」
所
収
の
諸

本

(但
し
観
智
院
本
を
観

・
名
義
抄
と
略
称
)、岩
崎
文
庫
本
、
馬
渕
和
夫
氏

「和
名
類
聚

抄
鈷
鰐
林
本
文
お
よ
び
索
引
」
所
収
の
諸
本
、
島
田
友
啓
氏

「色
葉
字
類
抄
倭
訓
索
引
」
に

よ
っ
て
前
田
本
、
同
氏

「法
華
経
単
字
假
名
索
引
』
に
よ

っ
て
保
延
本
、
金
田

一
春
彦
氏

「四
座
講
式
の
研
究
」
の
語
彙
総
覧
に
よ
っ
で
大
慈
院
本
そ
の
他
の
諸
本
、

「日
本
語
の

ア
』
所
収
同
氏

「補
忘
記
の
研
究
」
の
元
禄
、
貞
享
本
を
採

っ
た
。

(
4
)
○
は
低
音
、
●
は
高
音
、
▽
、
▼
は
助
詞

「
ガ
ヲ
ニ
ハ
」
の
低
、
高
音
を
示
す
。

(
5
)
記
号
は
い
ず
れ
も

「全
国
ア
辞
典
」
に
採
ら
れ
た
方
法
に
従
う
。

(
6
)
以
下
、
特
に
断
ら
な

い
限
り
若
松
半
島
の
方
言
ア
を
若
松
ア
と
略
称
す
る
。
豊
前
ア
、
大

分
ア
、
東
京
ア
等

の
名
称
も
同
様
に
当
該
地
方
の
方
言
ア
の
略
。

(
7
)
寺
田
泰
政
氏

「ア
に
よ
る
細
か
い
方
言
区
画
」
(
「金
田

一
博
士
米
寿
記
念
論
集
』
)

(
8
)
国
立
国
語
研
究
所

「現
代
雑
誌
九
十
種
の
用
語
用
例
」
な
ど
参
照
。

(
9
)
有
坂
秀
世
博
士

「音
韻
論
」
、金
田

一
春
彦
氏

「音
韻
変
化
か
ら
ア
変
化

へ
」
(
「金
田

一博

士
米
寿
記
念
論
集
」
)、
「国
語
ア
の
史
的
研
究
』
に
多
く
を
教
え
ら
れ
て
い
る
。

(
10
)

「平
家
正
節
」
の
時
代
・
○
▽
を
と
る

「穴
麻
殻
皮
玉
」
な
ど
、
第

一
、
二
拍
の
母
音
が

共
に

〔
ρ
〕
で
あ
る
語
に
現
代
京
都
ア
で
は
○
●
に
変
じ
て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

(
11
)
金
田

一
春
彦
氏
、
註

(9
)
の
前
掲
論
文
24
ペ
リ
ジ
参
照
。

(
12
)
同
氏

「
国
語
ア
の
史
的
研
究
」
参
照
。

(昭
和
49
年
12
月
20
日
稿
了
)
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